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2008年、京都大学医学部医学科卒。医師免許取得後、心臓血管外科医師として、医療を幅広く真摯に学

び、診療、学術・研究、教育に没頭。同時に、病院情報システム・重症管理システムの導入・管理、診療

科データベース構築、クリニカルパス作成・運用、逆紹介の積極的推進による外来業務効率化・患者満足

度向上、病診連携・病病連携の強化等による、臨床業務の効率化、病院の収益率向上にも寄与。そのよう

な中、臨床現場における数々の非効率性や制度上の問題等への課題感が増大。それら課題に対処すべく、

①医療機器・ヘルステック企業で DX を含むソリューションによる直接的な効率改善、②Policy makers 

lab で政策立案・発信による制度面からの改善、という両輪を回し、日本の医療の更なる発展・持続可能

性向上を通じ、医師の本分である「公衆衛生の向上及び増進への寄与」「国民の健康な生活の確保」に取

り組んでいる。

Policy makers lab Managing partner 

植野　剛

PROFILE

1. 医療・ヘルスケア分野ワーキンググループ（WG）形成の経緯


政策立案の「梁山泊」を目指す Policy makers lab (PML) では、これまで、医療・ヘルスケア分野に関す
る政策案も多く挙がり、現場における課題の多さが再認識されつつある。その中で、単に個別的な政策案
の集合に留まらぬよう、当該分野関連政策案の取りまとめや実践に向けたサポート、将来的に想定される
「未来の医療のあるべき姿」のグランドデザインの策定等を視野に、医療・ヘルスケア分野ワーキンググ

ループ（WG）を形成した。

2. メンバー


当 WG は、医師や看護師、臨床工学技士等の医療系資格を有する者や、医療・ヘルスケア関連分野におけ
る実務経験豊富な者など、多種多様なメンバーにより構成されている。

3. 当 WG の目的

PML 事務局及び WG メンバーと協議の上、当 WG の目的としては、①PML内における医療・ヘルスケア分
野の政策案のラインナップの充実（分野全体の政策デザイン）、②医療・ヘルスケア分野の各政策案の実
践に向けた情報提供やサポート（各政策の深化）、の2つの方向性を共に軸とし、活動を行うこととし
た。

4. 当 WG の活動内容

上記の2つの目的を達成すべく、まずはこれまでにPMLメンバーが立案した政策案の分類・マッピングを
行い、整理した。また、各政策の進め方につき、PML事務局との連携のもと、関連省庁・部局を含む各ス
テークホルダーとの情報共有・提言・議論、更には既存もしくは現在進行中の政策についての勉強会の開
催等を通じ、活動を行っている。

5. 当 WG の今後

当  WG としては、政策立案の「梁山泊」を目指すPML内にあって、更に医療・ヘルスケア分野に特化した
言わば「梁山泊内梁山泊」のような存在を目指しており、熱い想いを持った優秀な同志が不可欠である。
医療やヘルスケアの領域において、自らの現場の現状につき課題感を有している方、そしてそれを政策と
いう側面から解決することに興味のある方は、是非PML, そして当WGの門を叩いてみて頂き、共に歩むこ
とができるなら、我々にとってこの上ない喜びである。
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Policy makers lab内における医療・ヘルスケア分野ワー

キンググループの形成について

医療機器 感染症対策
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2. メンバー

05 Policy makers lab 内における医療・ヘルスケア分野ワーキンググループの形成について

　 2021年 5月 、 政 策 立 案 の 「 梁 山 泊 」 を 目 指 すべ く 、 官 民 の 若 手 有 志 が 問 題 意 識 を 共 有 し 、 政 策 案 を 議 論 す る 任
意団体として、福岡 功慶 代表、坂本 雅純 副代表のもと、Polic y  makers  lab (PML)  が設立された。

　 第 1期 （ 2021年 7～ 12月 ） に は 3名 、 第 2期 （ 2022年 1～ 6月 ） に は 5名 と、 医 療 ・ ヘ ル ス ケ ア 分 野 に 関 す る 政
策案の議論も比較的多く、やはり当分野における現場での課題の多さが再認識された。

　 そ の 中 で、 PML の 成 り 立 ち か ら も、 単 に 個 別 的 な 政 策 案 の 集 合 に 留 まって し ま わ な いよ う 、 PML と して の 医
療・ヘルスケア分野関連政策案の取りまとめや各政策案の実践に向けた活動のサポートの必要性、更には後々 
PML と して の 「 未 来 の 医 療 の あ る べ き 姿 」 の よ う な グ ラ ン ド デ ザ イ ン を 描 く こ と 等 も 想 定 さ れ る こ と か ら 、 医
療・ヘルスケア分野ワーキンググループ（WG）を形成することとした。

　2022年9月時点における、医療・ヘルスケア分野 WG のメンバーは表1の通りである。

　 当 WGは 、 医 師 や 看 護 師 、 臨 床 工 学 技 士 等 の 医 療 系 資 格 を 有 す る 者 や、 医 療 ・ ヘ ル ス ケ ア 関 連 分 野 に お け る 経

験 豊 富 な 者 な ど、 多 種 多 様 な メ ン バ ー に より 構 成 さ れてお り、 一 側 面 か らで は な く 、 あ ら ゆ る 角 度 ・ 視 点 か ら の
意見が得られる貴重な場となっている。
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2022年9月時点における、医療・ヘルスケア分野 WG のメンバー表１

Policy makers lab Jour nal,  vol.2

Pol icy makers lab 内における医療・ヘルスケア分野ワーキンググループの形成について

PML 内における role 氏名（敬称略）氏名（敬称略） 背景・略歴

Managing partner

Managing partner

Research fellow

Research fellow

Research fellow

Alumni (salon member)

Alumni (salon member)

Research member

Research member

Research member

植野　剛

野口　昌克

平山　貴一

松川　智彦

宮脇　大

布村　彰宏

丸山　恵実

小澤　茉祐

佐藤　乃理子

中村　健一

医師。13年余の心臓血管外科医師経験を経て、

現在は外資系医療機器・ヘルステック企業に勤務。

博士（生命科学）。

外資系医薬品・医療機器企業マーケティングを経て、


現在は医療機器ベンチャー企業に勤務。

救急医。フィールド医学教室にて、

ブータンでのJICA事業にも関わる。


関心は世代間継承、ソーシャルサポート。

臨床工学技士。病院設備・院内物流企業を経て、

現在は外資系医療機器メーカーに勤務。

循環器内科医。

心臓移植を要する患者の診療・研究に従事。


現在は起業し、働く世代の健康をサポートする。

学習塾で5年間勤務ののち、30歳でIT業界に転身。

現在はDB基盤の構築と運用のプロジェクトに参画中。

ヘルステック系のベンチャー企業に勤務。

調剤薬局のDX推進や経営支援を行う。

看護師、キャリアコンサルタント。

混合病棟勤務を経て、現在は看護系職能団体に勤務、

看護職の生涯学習に携わる。

医師。行政職、マネジメントを経験し、

現在は産業医。檜原村にてキャンプ場を運営中。

医師。7年間外科医として勤務した後に

国立研究機関で16年間、臨床研究、治験の企画、

運営を担う。



3. 当 WG の目的
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WG 形成後、上記メンバーにも改めてヒアリングを行ったところ、大別すると
 分野全体の政策デザイン：PML 内における医療・ヘルスケア分野の政策案のラインナップの充
 各政策の深化：医療・ヘルスケア分野の各政策案の実践に向けた情報提供やサポート


の2つの方向性につき、メンバーが WG に期待していることが判明した（図1）。

　 事 務 局 と も 協 議 の 上 、 医 療 ・ ヘ ル ス ケ ア 分 野  WG と しては 、 上 記 2つ の 方 向 性 を 共 に 目 的 の 軸 と し 、 活 動 を 行
うこととした。

Policy makers lab Jour nal,  vol.2

Pol icy makers lab 内における医療・ヘルスケア分野ワーキンググループの形成について

医療・ヘルスケア WG の目的の2つの方向性図１

医療・Healthcare 分野全体の政策 Design

各


政


策


の


深


化

分野 1

Step 1 Step 1 Step 1 Step 1 Step 1

Step 2 Step 2 Step 2 Step 2 Step 2

Step 3 Step 3 Step 3 Step 3 Step 3

Step 4 Step 4 Step 4 Step 4 Step 4

分野 2 分野 3 分野 4 分野 5 …



4. 当 WG の活動内容
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　主に前述の当 WG の目的①「PML 内における医療・ヘルスケア分野の政策案のラインナップの充実」に資す
るため、まずはこれまでにメンバーが立案した政策案の分類・マッピングを行った（表2）。なお、政策の分類
については、日本医療政策機構（Health  and Global  Pol icy  Inst i tute:  HGPI）が開設・運営を行っている、
Japan Health  Pol icy  NOW (JHPN)  の ウ ェ ブ サ イ ト を 参 考 に、 我 々 の  WG 内 で 更 な る 改 変 を 加 え た も の と
なっている。

　この政策案マップを今後も継続的に更新していくことにより、PML 内における医療・ヘルスケア分野の政策
案の全体像と分布の可視化が達成され、更に以下のような効果がもたらされるものと考えている。

4.1. PML におけるこれまでの医療・ヘルスケア関連政策案の整理

Policy makers lab Journal,  vol.2

Pol icy makers lab 内における医療・ヘルスケア分野ワーキンググループの形成について
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大分類 項目
第 1 期 第 2 期 第 3 期

2 0 2 1 2 0 2 2

H 2 H 1 H 2

これまでに PML メンバーが立案した政策案の分類・マッピング表２

Policy makers lab Jour nal,  vol.2

医 療 従 事 者 の 働 き 方 改 革
1 )

植 野
医 師 の オ ン コ ー ル 待 機 の 取 り

扱 い の 明 確 化

救 急 医 療 提 供 体 制 の 整 備 等 夜 間 の 救 急 車 有 料 化

（ + 夜 間 は 若 手 医 師 が 現 場 勤 務 ）

地 域 に お け る

医 療 提 供 体 制 の 整 備 等

医 療 保 険 制 度

医 療 施 設 、 病 床 の 類 型

医 療 従 事 者 数

医 療 従 事 者 の 資 質 向 上

民 間 保 険 制 度

介 護 保 険 制 度

薬 局

R e s e a r c h  m e m b e r

R e s e a r c h  m e m b e r

平 山

丸 山

小 澤

高 齢 者 を 支 援 す る 側 の 地 域 包
括 支 援 セ ン タ ー を 支 援 す る プ

ラ ッ ト フ ォ ー ム 形 成

日本の社会保障政策を支える公
的保険外の民間事業化の推進

調 剤 薬 局 が 薬 物 治 療 の ハ ブ と
な る た め の D x 化 推 進 等 に よ る

投 資 戦 略 の 提 言

看 護 職 の キ ャ リ ア 支 援

医療保険制度

医療提供体制

Policy makers lab 内における医療・ヘルスケア分野ワーキンググループの形成について

遠隔医 療 中村

オ ン ラ イ ン 治 験

保 険 者 による予防・

健康づくり の推進

医 療費等 の動向

医 療 機関の経営状況

診療報酬制 度

医 療費適正化計画

医薬費・

経営

新医 薬品

後発医 薬品

一般医 薬品

医 療 機器

医薬品・

医療材料

野 口 松川

医 療 機 器 ス タ ー ト ア ッ プ の 創
出 ・ 医 療 機 器 産 業 の 育 成 促 進

に 向 け た 規 制 緩 和

医 療 機 器 供給の安定化 と 有 事
対応に 向 け た 政 策 提 案

宮脇

医 師 の視点で考え る 健 康
経 営 2 .0

2 )
4 )

5 )

3 )

https://policymakerslab.gr.jp/wp-content/themes/policymakers/assets/pdf/vol1_2022-4-04.pdf
https://policymakerslab.gr.jp/wp-content/themes/policymakers/assets/pdf/vol1_2022-4-04.pdf
https://policymakerslab.gr.jp/wp-content/themes/policymakers/assets/pdf/vol1_2022-4-04.pdf
https://policymakerslab.gr.jp/wp-content/themes/policymakers/assets/pdf/vol2_2022-11-03.pdf
https://policymakerslab.gr.jp/wp-content/themes/policymakers/assets/pdf/vol2_2022-11-03.pdf
https://policymakerslab.gr.jp/wp-content/themes/policymakers/assets/pdf/vol2_2022-11-03.pdf
https://policymakerslab.gr.jp/wp-content/themes/policymakers/assets/pdf/vol2_2022-11-03.pdf
https://policymakerslab.gr.jp/wp-content/themes/policymakers/assets/pdf/vol1_2022-4-05.pdf
https://policymakerslab.gr.jp/wp-content/themes/policymakers/assets/pdf/vol2_2022-11-02.pdf
https://policymakerslab.gr.jp/wp-content/themes/policymakers/assets/pdf/vol1_2022-4-05.pdf
https://policymakerslab.gr.jp/wp-content/themes/policymakers/assets/pdf/vol1_2022-4-05.pdf
https://policymakerslab.gr.jp/wp-content/themes/policymakers/assets/pdf/vol1_2022-4-05.pdf
https://policymakerslab.gr.jp/wp-content/themes/policymakers/assets/pdf/vol2_2022-11-02.pdf
https://policymakerslab.gr.jp/wp-content/themes/policymakers/assets/pdf/vol2_2022-11-02.pdf
https://policymakerslab.gr.jp/wp-content/themes/policymakers/assets/pdf/vol2_2022-11-06.pdf
https://policymakerslab.gr.jp/wp-content/themes/policymakers/assets/pdf/vol2_2022-11-04.pdf
https://policymakerslab.gr.jp/wp-content/themes/policymakers/assets/pdf/vol2_2022-11-04.pdf


10

　 PML は 大 前 提 と して、 各 人 そ れ ぞ れ の 現 場 に お け る 課 題 感 に 立 脚 し た 政 策 案 を 立 案 す る こ と を ス タ ー ト 地 点

としている。


　 そ の よ う に 、 PML 側 か ら メ ン バ ー に テ ー マ や 内 容 に つ い て 要 請 ・ 依 頼 を し て 出 来 上 が って き た も の で は な

く、メンバー各人の現場側からの自発的な課題感に立脚した政策案が、医療・ヘルスケア分野の中で今後どのよ

う に 分 布 し て い く の か を WGで 可 視 化 す る こ と に よ り、 各 分 野 に お け る 課 題 の 大 小 ・ 多 寡 を 推 定 で き る よ う に

なってゆく可能性がある。

　 今 後 、 政 策 マ ッ プ を 改 め て 眺 め た 際 、 本 来 であ れ ば 議 論 さ れ る べ き 分 野 ・ 項 目 に お いて、 こ れ ま で  PML 内 で

は 全 く 議 論 が な さ れてき て い な い 、 も し く は 議 論 は さ れて い る も の の グ ラ ン ド デ ザ イ ン を 描 く に は 不 足 して い

る 、 と い う 領 域 ・ 項 目 の 発 見 に つ な げ る 。 ま た 、 そ の 特 定 分 野 ・ 項 目 に 課 題 感 を 有 し 、 政 策 案 の 議 論 ・ 作 成 に

興味を抱いて頂けそうな方に、PML の方から協力・参加をお声掛けする、といったようなことも想定される。

　 こ れ ま で 医 療 ・ ヘ ル ス ケ ア 分 野 との接点 が あ ま り無か っ た メ ン バ ー か ら は 、「そ もそ もそ れ ぞ れ の 政 策 案 が 医

療 ・ ヘ ル ス ケ アと い う 全体像の 中 で ど の よ う な位置付け とな る の か」や「そ れ ぞ れ の 政 策 案間に ど の よ う な相関

関 係 が あ り、 どこ に 協 力 の 可 能 性 が あ る の か 」 、 ま た 「 そ れ ら 政 策 案 が 立 脚 して い る 元 の 課 題 に 対 して、 他 業 種

からの協力・参入の可能性はあるのか」等が分かりにくい、という声があった。


　 こ れ を 受 け、 そ れ ら の 疑問への 回答と して の 側面 、 ま た こ れ ま で 医 療 ・ ヘ ル ス ケ ア 分 野 に 興 味 の 乏 し か っ た メ

ンバーにも医療課題・政策への一種の興味喚起にもなると期待をしている。

　 上 記  4.1.1.  の 推 定 と 並 行 して、 単 に 各 人 の あ る 種 個 別 的 な 政 策 案 の 集 合 に 留 ま らず、 PML ,  ま た 当  WG と し

て の 「 未 来 の 医 療 の あ る べ き 姿 」 の よ う な グ ラ ン ド デ ザ イ ン が あ る 種 自 然 と あ ぶ り 出 さ れ 、 湧 き 上 が る 形 で 形

成できる可能性についても期待をしている。

4.1.1. 医療・ヘルスケア分野における課題の大小・多寡の推定

4.1.3. PML, また当 WG として議論が欠如・不足している領域・項目のあぶり出し

4.1.4. これまで医療・ヘルスケア分野と接点がなかった方への医療課題・政策への興味喚起

4.1.2. PML, また当 WG としての「未来の医療のあるべき姿」のようなグランドデザインのあ
ぶり出し
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　 次 に、 前 述 の 当  WG の 目 的 ②「 医 療 ・ ヘ ル ス ケ ア 分 野 の 各 政 策 案 の 実 践 に 向 け た 情 報 提 供 や サ ポ ー ト 」 に 資

するため、以下のような取組を開始・実行している。

4.2. 各政策案の深化に向けた動き

　 PML  に お け る  Research  member  と して の 活 動 は 、 自 ら の 現 場 に お け る 課 題 感 に 根 差 し た 政 策 案 を 、 議 論

を経て練り上げ、政策紙としてまとめる、というところまでとなる。


　しかし、せっかく政策紙にまでまとめ上げたものを、更にそこから実践・実現に向けて動かし始めたい、とい

うニーズは確実にある。


　その中で、当然政策案毎に、今後どのようなステークホルダー（担当省庁・部局も含めて）との対話・調整が

必 要 とな って 来 る かは 異 な る た め 、 そ の 支 援 の 方 法 も 含 め 、 PML  事 務 局 と 密 に 連 携 し 、 議 論 を 重 ね た 上 で、 そ

の結果を各政策案の立案者にフィードバックしている。

　 上 記 事 務 局 との 連 携 を 経 た 、 各 政 策 案 に 望 ま し い と 思 われ る 進 め 方 に つ いて、 立 案 者 へ の フィ ー ド バ ッ ク の み

に 留 ま らず、 各 ス テ ー ク ホ ル ダ ー ・ 関 連 省 庁 ・ 部 局 との 情 報 共 有 ・ 提 言 ・ 議 論 を 実 際 に 行 う 所 ま で、 WG と して

伴走を行っている。

4.2.1. 各政策案の実現に向けた動き

4.2.1.1. 各政策案の進め方についての事務局との連携

4.2.1.2. 各ステークホルダー・関連省庁・部局との情報共有・提言・議論

　 前 項 の 、 各 政 策 案 の 実 現 に 向 け た 個 別 的 な 動 き の み な らず、 PML  外 で 実 際 に 過 去 に 実 現 し た 、 も し く は 現 在

進行中の政策・政策案についても、参考になる知見を共有することを目的として勉強会を行っている。

4.2.2. 政策勉強会
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　以上、当 WG の形成の経緯・メンバー構成・目的・活動内容について述べてきたが、今後についても少し触れ

ておきたい。


　まず、当 WG としては、政策立案の「梁山泊」を目指す PML 内にあって、更に医療・ヘルスケア分野に特化

した言わば「梁山泊内梁山泊」のような存在を目指している。「梁山泊」にも「梁山泊内梁山泊」にも、当然熱

い想いを持った優秀な同志が不可欠である。医療やヘルスケアの領域において、自らの現場の現状について課題

感を有している方、そしてそれを政策という側面から解決してみたい、あるいは解決できるのかどうかを知りた

い・学びたい、という方は、是非 PML,  そして我々医療・ヘルスケア分野 WG の門を叩いてみて頂きたい。


　まずは、一歩を踏み出してみるところから「やってみる」ということを大切にして頂き、共に歩むことができ

るなら、我々にとってこの上ない喜びである。
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	Policy Makers Lab様_ワーキンググループ_9
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